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鄭
愚
「
大
潙
山
大
円
禅
師
碑
銘
」
考
│
士
大
夫
と
晩
唐
禅
仏
教
│
齋
　
藤
　
智
　
寛
一
、
問
題
の
所
在
禅
思
想
史
研
究
に
あ
た
っ
て
は
語
録
や
燈
史
な
ど
僧
侶
自
身
に
よ
る
記
録
の
ほ
か
、
士
大
夫
に
よ
る
碑
文
が
重
要
な
資
料
と
さ
れ
て
来
た
。
た
だ
し
そ
の
利
用
の
し
か
た
は
、
少
数
の
碑
文
に
つ
い
て
そ
こ
に
記
さ
れ
る
法
系
説
が
注
目
さ
れ
た
の
を
除
け
ば）1
（
、
生
没
年
や
師
弟
関
係
な
ど
、
伝
記
的
事
実
を
確
定
さ
せ
る
目
的
に
偏
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
、
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
│
中
唐
至
五
代
禅
宗
発
展
新
探
（
修
訂
版
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
禅
僧
の
碑
文
に
は
し
ば
し
ば
問
答
や
説
法
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
碑
文
の
記
載
を
基
準
に
後
代
編
纂
の
語
録
か
ら
信
頼
で
き
る
資
料
を
判
定
抽
出
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が）2
（
、
や
は
り
碑
主
で
あ
る
禅
師
に
つ
い
て
の
情
報
に
着
目
し
た
利
用
法
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
碑
文
に
は
碑
主
へ
の
賛
辞
や
批
評
に
託
し
て
撰
述
者
の
思
想
が
述
べ
ら
れ
る
場
合
が
ま
ま
あ
り
、
士
大
夫
の
仏
教
理
解
、
あ
る
い
は
僧
俗
を
問
わ
ず
禅
仏
教
運
動
に
参
与
し
た
人
々
の
思
想
を
広
く
捉
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
の
読
解
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う）3
（
。
本
稿
で
は
、
晩
唐
の
禅
僧
・
潙
山
霊
祐
（
七
七
一
〜
八
五
三
）
の
碑
文
で
あ
る
鄭
愚
「
潭
州
大
潙
山
同
慶
寺
大
円
禅
師
碑
銘
并
序
」（
以
下
、文
脈
に
応
じ
て
「
大
円
禅
師
碑
」「
鄭
碑
」「
霊
祐
碑
」
と
記
す
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
え
る
鄭
愚
の
思
想
を
検
討
す
る
。
潙
山
霊
祐
は
後
に
そ
の
嗣
・
仰
山
慧
寂
と
共
に
潙
仰
宗
の
祖
師
に
奉
ぜ
ら
れ
る
の
だ
が
、
霊
祐
碑
を
撰
し
た
鄭
愚
は
法
系
や
宗
派
の
問
題
に
い
か
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
二
、
鄭
愚
と
碑
文
撰
述
の
経
緯
『
宋
高
僧
伝
』
習
禅
篇
第
三
之
四
・
唐
大
潙
山
霊
祐
伝
に
よ
れ
ば
、
宣
宗
の
大
中
癸
酉
歳
す
な
わ
ち
大
中
七
年
（
八
五
三
）
に
霊
祐
が
示
寂
す
る
と
、
廬
簡
求
（
七
八
九
〜
八
六
四
）
が
碑
文
を
撰
し
、
李
商
集
刊
東
洋
学 
第
一
二
〇
号 
平
成
三
十
一
年
一
月 
七
八
－
九
二
頁
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隠
（
八
一
三
？
〜
八
五
八
）
が
題
額
を
書
し
た
と
い
う）4
（
。
李
商
隠
が
題
額
を
書
い
た
の
は
、
大
中
年
間
に
廬
簡
求
の
兄
で
あ
る
廬
弘
正
（
止
）
の
幕
僚
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か）5
（
。
つ
ま
り
鄭
碑
は
第
二
碑
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ
新
た
な
碑
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
鄭
碑
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
霊
祐
の
門
徒
・
審
䖍
な
る
者
が
大
潙
山
か
ら
鄭
愚
を
尋
ね
、
肖
像
画
へ
の
賛
と
、
碑
文
の
撰
述
を
依
頼
し
た
。
鄭
愚
は
咸
通
六
年
乙
酉
（
八
六
五
）
に
撰
文
を
開
始
し
、
翌
年
二
月
に
銘
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う）6
（
。
ま
る
十
二
年
を
隔
て
て
の
新
碑
建
立
に
つ
い
て
鄭
碑
は
、「
吾
が
従
（
徒
）
の
大
潙
に
居
る
者 
尚
お
多
く
、
師
の
開
悟
に
感
ず
る
者
は
一
な
ら
ず
。
相
い
与とも
に
石
を
伐
ち
、
師
の
道
を
精
廬
の
前
に
碑
せ
ん
と
欲
し
、
其
の
文
辞
も
て
吾
が
師
の
側
に
近
づ
け
ん
と
欲
す
」
と
い
う
審
䖍
の
言
葉
を
伝
え
る
の
み
で
、
直
接
に
は
理
由
を
示
さ
な
い
。
た
だ
し
鄭
碑
は
建
碑
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
、
　
師
亡
後
十
一
年
、
徒
有
以
師
之
道
上
聞
、
始
詔
加
謚
号
及
墳
塔
、
以
盛
其
死
、
豈
達
者
所
為
耶
（
師
が
遷
化
し
て
の
ち
十
一
年
、
門
徒
に
師
の
道
業
を
上
奏
し
た
者
が
お
り
、
詔
に
よ
り
諡
号
と
塔
号
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
死
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ど
う
し
て
通
達
自
在
な
る
者
の
行
い
で
あ
ろ
う
か
）。
と
記
す
か
ら
、
審
䖍
の
依
頼
は
上
奏
が
認
め
ら
れ
諡
号
と
塔
号
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鄭
愚
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
豈
に
達
者
の
為
す
所
な
ら
ん
や
」
と
非
難
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、
奏
聞
の
結
果
も
記
さ
ず
、
賜
号
と
建
碑
を
関
連
づ
け
る
記
述
も
し
な
か
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る）7
（
。
な
お
、
鄭
碑
に
廬
簡
求
碑
へ
の
言
及
は
な
く
、
逆
に
『
宋
高
僧
伝
』
は
鄭
碑
の
存
在
に
触
れ
な
い
が
、こ
れ
ら
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
現
在
、
廬
簡
求
に
よ
る
碑
文
は
伝
わ
ら
ず
、
鄭
碑
の
み
が
『
唐
文
粋
』
六
十
三
と
『
全
唐
文
』
八
二
〇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
大
円
禅
師
碑
銘
」
に
は
生
前
の
霊
祐
と
自
分
と
の
関
係
を
言
わ
ず
、
鄭
愚
が
霊
祐
に
参
じ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
彼
が
碑
文
を
依
頼
さ
れ
た
か
、
そ
の
経
歴
か
ら
考
え
て
み
た
い
。『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
に
鄭
愚
の
伝
は
な
く
、
い
ま
両
唐
書
や
『
資
治
通
鑑
』
に
散
見
さ
れ
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
咸
通
初
年
（
八
六
〇
）、
商
州
刺
史
の
任
に
あ
り）8
（
、
咸
通
二
年
、
桂
管
観
察
使
、
同
三
年
に
嶺
南
西
道
節
度
使
を
拝
命
す
る
が
、
翌
四
年
に
南
蛮
の
寇
に
遇
う
や
武
臣
へ
の
交
代
を
望
ん
で
自
ら
辞
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）9
（
。
ま
た
、
万
暦
『
広
東
通
志
』
二
十
三
・
広
州
府
・
人
物
に
立
て
ら
れ
る
伝
に
は
、
開
成
元
年
（
八
三
六
）
の
進
士
、
黄
巣
の
乱
平
定
後
、
尚
書
左
僕
射
に
拝
せ
ら
れ
三
載
に
し
て
卒
し
た
と
言
う
か
ら
、
も
し
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
お
よ
そ
光
啓
三
年
（
八
八
七
）
の
没
と
な
ろ
う
か
。「
大
円
禅
師
碑
」
に
「
行
年
五
十
」
と
自
ら
の
年
齢
を
記
す
の
を
文
字
通
り
に
受
け
れ
ば
、
享
年
七
十
一
。
著
作
は
「
大
円
禅
師
碑
」
の
ほ
か
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
・
丙
部
子
録
に
「『
棲
賢
法
雋
』
一
巻
、
僧
恵
明
与
西
川
節
度
判
官
鄭
愚
・
80
漢
州
刺
史
趙
璘
論
仏
書
」
が
著
録
さ
れ
、
恵
明
な
る
僧
侶
の
著
作
に
お
い
て
共
著
者
と
も
言
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
『
棲
賢
法
雋
』
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
恵
明
と
趙
璘
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
し
、
撰
述
時
期
も
わ
か
ら
な
い）10
（
。
さ
て
、
本
碑
や
『
宋
高
僧
伝
』
霊
祐
伝
に
よ
れ
ば
霊
祐
は
一
貫
し
て
長
沙
郡
の
潙
山
で
開
法
し
た
よ
う
だ
が
、
鄭
愚
の
経
歴
か
ら
長
沙
に
赴
任
し
た
形
跡
は
う
か
が
え
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
碑
文
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
い
は
霊
祐
に
法
を
嗣
い
だ
仰
山
慧
寂
（
八
〇
七
〜
八
八
三
）
を
間
に
挟
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
陸
希
声
「
仰
山
通
智
大
師
塔
銘
」（『
全
唐
文
』
八
一
三
）、『
祖
堂
集
』
十
八
・
仰
山
和
尚
章
な
ど
に
よ
れ
ば
、
慧
寂
は
霊
祐
の
印
可
を
受
け
た
後
、
袁
州
仰
山
に
法
徒
を
集
め
、
次
に
洪
州
石
亭
観
音
院
、
つ
い
で
嶺
南
道
の
韶
州
東
平
山
に
住
し
て
、
中
和
三
年
（
八
八
三
）
に
東
平
山
で
示
寂
し
て
い
る
。
洪
州
観
音
院
へ
の
出
世
と
、
東
平
山
へ
の
移
動
は
、
江
西
観
察
使
、
続
い
て
嶺
南
節
度
使
と
累
遷
し
た
韋
宙
の
招
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が）11
（
、
彼
が
嶺
南
節
度
使
と
な
っ
た
の
は
咸
通
二
年
（
八
六
一
）、
嶺
南
節
度
使
が
東
西
に
分
け
ら
れ
た
同
三
年
に
は
嶺
南
東
道
節
度
使
と
し
て
留
任
し
、
八
年
ま
で
勤
め
る
。
さ
て
『
北
夢
瑣
言
』
は
丞
相
楊
収
が
貶
死
し
た
際
に
鄭
愚
は
南
海
に
鎮
し
て
い
た
と
言
い
、『
唐
語
林
』
は
、
崔
鉉
が
荊
南
節
度
使
だ
っ
た
時
に
広
南
節
制
に
除
せ
ら
れ
た
鄭
愚
が
崔
を
訪
問
し
た
と
の
記
事
を
収
録
す
る）12
（
。『
旧
唐
書
』崔
鉉
伝
、楊
収
伝
お
よ
び『
新
唐
書
』
の
該
当
記
事
を
見
る
と
こ
れ
は
咸
通
八
年
に
当
た
る
か
ら
、
鄭
愚
は
こ
の
こ
ろ
広
州
に
お
り）13
（
、
慧
寂
に
参
問
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）14
（
。
ま
た
、
慧
寂
碑
の
撰
者
で
あ
り
、
慧
寂
よ
り
門
人
の
筆
頭
と
称
さ
れ
た
陸
希
声
が
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い）15
（
。『
新
唐
書
』
陸
元
方
伝
に
は
、「
希
声 
博
学
に
し
て
善
く
文
を
属
し
、『
易
』『
春
秋
』『
老
子
』
に
通
じ
、
論
著 
甚
だ
多
し
。
商
州
刺
史
鄭
愚 
表
し
て
属
と
為
す
も
、
後 
去
り
て
義
興
に
隠
る
」
と
あ
る
。
鄭
愚
の
属
僚
と
し
て
官
界
に
入
っ
た
陸
希
声
が
鄭
愚
と
交
流
を
持
ち
続
け
、
師
・
慧
寂
の
同
門
で
あ
る
霊
祐
門
人
に
鄭
愚
を
推
薦
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
大
円
禅
師
碑
銘
」
に
は
慧
寂
と
の
関
係
も
言
わ
な
い
の
で
、
撰
碑
者
選
定
の
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
て
お
く
ほ
か
な
い
。
三
、「
大
円
禅
師
碑
銘
」
の
内
容
以
下
に
、「
大
円
禅
師
碑
銘
」
の
内
容
を
ほ
ぼ
原
文
の
順
に
沿
っ
て
見
て
ゆ
き
た
い）16
（
。
ま
ず
鄭
愚
は
、
儒
仏
道
三
教
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
づ
け
か
ら
筆
を
起
こ
す
。
　
天
下
之
言
道
術
者
多
矣
、
各
用
所
宗
為
是
。
而
五
常
教
化
人
事
之
外
、
於
性
命
精
神
之
際
、
史
氏
以
為
道
家
之
言
、
故
老
厳
（
荘
）
之
類
是
也
。
其
書
具
存
。
然
至
於
盪
情
累
、
外
生
死
、
出
於
有
無
之
間
、
昭
然
独
得
、
言
象
不
可
以
擬
議
、
勝
妙
不
可
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以
意
況
、
則
浮
屠
氏
之
言
禅
者
、
庶
幾
乎
尽
也
（
道
を
お
こ
な
う
術
を
言
う
者
は
天
下
に
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
宗
旨
を
是
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
五
常
が
人
事
を
教
化
す
る
ほ
か
、
性
命
・
精
神
の
領
域
を
宗
旨
と
す
る
の
は
、
史
官
に
は
「
道
家
の
言
」
と
さ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
老
荘
の
類
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
儒
家
・
道
家
の
書
物
は
つ
ぶ
さ
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
妄
情
の
わ
ず
ら
い
を
払
い
、
生
死
を
度
外
視
し
、
有
無
の
領
域
を
超
え
、
輝
か
し
く
独
自
の
境
地
を
体
得
し
て
、
言
葉
や
象
徴
で
は
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、
す
ぐ
れ
た
玄
妙
さ
で
も
喩
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
仏
教
の
中
で
も
禅
を
言
う
者
た
ち
が
、
ほ
ぼ
そ
の
境
地
を
尽
く
し
て
い
る
）。
こ
こ
で
「
史
氏
」
と
は
、『
史
記
』
太
史
公
自
序
所
引
の
司
馬
談
「
六
家
之
要
旨
」
な
ど
を
想
定
す
る
か
。
ま
た
冒
頭
の
一
文
は
、
後
述
の
よ
う
に
『
荘
子
』
天
下
篇
を
背
景
と
す
る
だ
ろ
う
。
鄭
愚
は
ま
ず
、
天
下
の
「
道
術
」
に
つ
い
て
人
倫
を
説
く
儒
家
、
さ
ら
に
根
源
的
な
性
命
・
精
神
を
説
く
道
家
の
存
在
を
み
と
め
、
し
か
し
一
切
の
妄
情
を
離
れ
、
生
死
・
有
無
の
領
域
か
ら
自
由
な
の
は
仏
教
、
な
か
ん
ず
く
禅
で
あ
る
と
述
べ
る
。
で
は
、
禅
が
儒
・
道
二
教
を
超
え
て
「
尽
く
す
に
庶ち
か幾
」
い
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。
　
有
口
無
所
用
其
辯
、
巧
暦
無
所
用
其
数
。
愈
得
者
愈
失
、
愈
是
者
愈
非
。
我
則
我
矣
、
不
知
我
者
誰
氏
、
知
則
知
矣
、
不
知
知
者
何
以
。
無
其
無
不
能
尽
、
空
其
空
不
能
了
（
口
才
が
あ
っ
て
も
そ
の
辯
舌
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
巧
み
な
算
術
が
あ
っ
て
も
数
字
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。得
る
者
は
ま
す
ま
す
失
い
、
是
と
す
る
者
は
ま
す
ま
す
非
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
は
わ
た
し
だ
が
、
自
己
と
は
誰
か
知
ら
ず
、
知
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
の
か
は
知
ら
な
い
。
無
を
も
無
と
し
た
と
て
限
り
が
無
く
、
空
を
も
空
と
し
た
と
て
終
わ
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
）。
鄭
愚
に
よ
れ
ば
、
禅
に
お
い
て
は
得
る
こ
と
、
是
と
す
る
こ
と
に
執
着
す
る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
得
失
是
非
の
主
体
を
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
鄭
碑
は
続
い
て
、
こ
う
し
た
認
識
の
結
果
を
述
べ
る
。
　
是
者
無
所
不
是
、
得
者
無
所
不
得
。
山
林
不
必
寂
、
城
市
不
必
諠
。
無
春
夏
秋
冬
四
時
之
行
、
無
得
失
是
非
去
来
之
蹟
、
非
尽
無
也
、
宜
於
順
也
。
遇
所
即
而
安
、
故
不
介
於
時
、
当
其
処
無
必
、
故
不
跼
於
物
。
其
大
旨
如
此
（
か
く
て
是
と
す
れ
ば
全
て
が
是
と
な
り
、
得
れ
ば
全
て
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
山
林
は
必
ず
し
も
静
寂
で
は
な
い
し
、都
市
は
必
ず
し
も
喧
噪
で
な
い
。
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
め
ぐ
る
こ
と
も
無
く
、
得
失
是
非
が
去
来
す
る
痕
跡
も
無
い
。
全
て
を
無
と
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
因
り
順
う
こ
と
を
よ
し
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
住
め
る
場
所
に
出
遭
え
ば
そ
こ
に
安
ん
ず
る
、
だ
か
ら
時
節
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
し
、
そ
の
場
所
を
唯
一
の
拠
り
所
と
も
し
な
い
、
だ
か
ら
外
物
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
禅
の
大
ま
か
な
宗
旨
は
こ
の
82
よ
う
で
あ
る
）。
是
非
得
失
へ
の
こ
だ
わ
り
を
離
れ
た
結
果
、
す
べ
て
が
是
と
な
り
得
と
な
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
は
観
念
の
次
元
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
処
世
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
時
運
、
場
所
に
あ
っ
て
も
そ
こ
に
随
順
・
安
住
す
る
実
践
と
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鄭
碑
は
冒
頭
で
こ
の
よ
う
に
禅
の
「
大
旨
」
を
述
べ
、
い
よ
い
よ
潙
山
霊
祐
そ
の
人
に
つ
い
て
筆
を
進
め
る
。
　
其
徒
雖
千
百
、
得
者
無
一
二
。
近
代
言
之
者
、
必
有
宗
、
宗
必
有
師
、
師
必
有
伝
。
然
非
聡
明
瑰
宏
傑
達
之
器
、
不
能
得
其
伝
、
当
其
伝
、
是
皆
時
之
鴻
厖
偉
絶
之
度
也
。
今
長
沙
郡
西
北
有
山
、
名
大
潙
…
…
師
始
僧
号
霊
祐
、
福
州
人
。
笠
首
屩
足
、
背
閩
来
游
、
菴
於
翳
薈
、
非
食
時
不
出
（
禅
の
教
え
を
奉
ず
る
者
は
千
百
を
数
え
る
け
れ
ど
も
、
体
得
で
き
る
者
は
そ
の
う
ち
の
一
、
二
人
で
あ
る
。
近
ご
ろ
禅
を
言
う
者
は
、
必
ず
宗
旨
の
こ
と
を
言
い
、
宗
旨
が
あ
れ
ば
必
ず
師
が
あ
り
、
師
が
あ
れ
ば
必
ず
伝
授
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
聡
明
広
大
に
し
て
傑
出
し
た
器
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
伝
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
伝
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
る
の
は
、
み
な
時
の
泰
斗
と
し
て
抜
群
の
度
量
を
そ
な
え
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
い
ま
長
沙
郡
の
西
北
に
山
が
あ
り
、
大
潙
山
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
…
…
師
は
始
め
僧
号
を
霊
祐
と
し
て
お
り
、
福
州
の
人
で
あ
る
。
笠
を
か
ぶ
り
靴
を
は
い
て
、
閩
を
離
れ
て
来
遊
し
、
鬱
蒼
と
し
た
林
に
庵
を
結
ん
で
、
食
事
の
時
に
し
か
庵
を
出
て
来
な
か
っ
た
）。
鄭
愚
の
見
る
と
こ
ろ
、
霊
祐
こ
そ
は
禅
を
体
得
し
た
千
人
に
一
人
の
傑
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
霊
祐
の
潙
山
に
お
け
る
道
行
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
　
栖
栖
風
雨
、
黙
坐
而
巳
（
已
）。
恬
然
昼
夕
、
物
不
能
害
。
非
夫
外
生
死
、
忘
憂
患
、
冥
順
天
和
者
、
孰
能
与
於
是
哉
。
昔
孔
門
殆
庶
之
士
、
以
簞
瓢
楽
陋
巷
、
夫
子
由
称
詠
之
不
足
、
言
人
不
堪
其
憂
、
以
其
有
生
之
厚
也
。
且
生
死
於
人
得
喪
之
大
者
也
。
既
無
得
於
生
。
必
無
得
於
死
、
既
無
得
於
得
、
必
無
得
於
失
。
故
於
其
間
、
得
失
是
非
所
不
容
措
、
委
化
而
巳
（
已
）。
其
為
道
術
、
天
下
之
能
事
畢
矣
。
皆
渉
語
是
非
之
端
、
辨
之
益
惑
、無
補
於
学
者
、今
不
論
也
（
雨
風
に
も
ひ
っ
そ
り
と
、黙
っ
て
坐
っ
て
い
る
ば
か
り
、
昼
も
夜
も
あ
っ
さ
り
と
し
た
気
持
ち
で
過
ご
し
、
外
物
に
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
生
死
を
度
外
視
し
、
憂
い
患
い
を
忘
れ
、
天
の
調
和
に
冥
合
随
順
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、誰
が
こ
の
よ
う
な
境
地
を
実
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
か
し
孔
子
門
下
で
ほ
と
ん
ど
道
に
近
い
と
言
わ
れ
た
顔
回
は
、
わ
り
ご
一
つ
と
ひ
さ
ご
一
つ
だ
け
で
、
路
地
裏
の
わ
び
住
ま
い
を
楽
し
ん
だ
。孔
夫
子
は
た
だ
讃
え
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
「
人
は
こ
の
憂
い
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
が
、
凡
人
は
生
へ
の
執
着
が
厚
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
生
死
と
は
人
の
得
失
の
中
で
は
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
生
に
お
い
て
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得
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
，
必
ず
死
に
お
い
て
も
得
る
こ
と
は
な
く
、
得
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
失
う
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
得
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
得
失
是
非
を
介
在
さ
せ
る
餘
地
は
な
く
、
造
化
に
ゆ
だ
ね
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
術
が
あ
れ
ば
、
天
下
の
な
す
べ
き
こ
と
は
尽
く
さ
れ
る
。
言
葉
が
是
非
の
両
端
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
辨
別
し
よ
う
と
す
れ
ば
ま
す
ま
す
迷
い
、
学
ぶ
者
に
利
益
が
な
い
か
ら
、
い
ま
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
）。
外
境
の
変
化
に
動
か
さ
れ
な
い
寂
寞
と
恬
淡
の
境
地
を
、
鄭
碑
は
陋
巷
に
あ
っ
て
楽
し
ん
だ
顔
回
に
な
ぞ
ら
え
る）17
（
。
鄭
愚
の
理
解
で
は
、
生
に
執
着
す
る
世
人
と
は
異
な
り
、
顔
回
は
生
死
得
失
か
ら
自
由
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
貧
賤
の
憂
い
に
耐
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
生
」
や
「
得
」
に
執
着
が
無
い
以
上
は
「
死
」
や
「
失
」
へ
の
恐
れ
も
無
い
の
だ
と
再
び
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
鄭
碑
は
こ
の
よ
う
に
霊
祐
を
讃
え
た
後
、
是
非
に
か
か
わ
る
こ
と
は
論
じ
な
い
と
断
る
の
だ
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
霊
祐
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
鄭
愚
や
依
頼
者
で
あ
る
審
虔
の
立
場
に
つ
い
て
誹
謗
す
る
者
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
碑
文
は
つ
い
で
霊
祐
の
名
が
聞
こ
え
、
教
団
が
形
を
整
え
た
こ
と
を
記
す
が）18
（
、
重
要
な
の
は
次
に
見
る
廃
仏
に
あ
た
っ
て
の
ふ
る
ま
い
で
あ
ろ
う
。
　
武
宗
毀
寺
逐
僧
、
遂
空
其
所
、
師
遽
裹
首
為
民
、
惟
恐
出
蚩
蚩
之
輩
、
有
識
者
益
貴
重
之
矣
。
後
湖
南
観
察
使
故
相
国
裴
公
休
酷
好
仏
事
、
値
宣
宗
釈
武
宗
之
禁
固
、
請
迎
而
出
之
。
乗
之
以
已
（
己
）
輿
、
親
為
其
徒
列
。
又
議
重
削
其
須
髪
、
師
始
不
欲
、
戯
其
徒
曰
、「
爾
以
須
髪
為
仏
邪
」。
其
徒
愈
強
之
、
不
得
巳
（
已
）、又
笑
而
従
之
。
復
到
其
所
居
、為
同
慶
寺
而
帰
之
（
武
宗
が
寺
を
壊
し
僧
を
追
い
出
し
、
そ
こ
を
空
っ
ぽ
に
し
て
し
ま
う
と
、
師
は
に
わ
か
に
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
俗
人
と
な
り
、
わ
あ
わ
あ
と
騒
ぎ
立
て
る
者
た
ち
が
出
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
、
見
識
の
あ
る
者
た
ち
は
ま
す
ま
す
尊
敬
し
た
の
で
あ
る
。
後
、
湖
南
観
察
使
の
故
宰
相
裴
休
は
仏
教
を
き
わ
め
て
好
み
、
宣
宗
が
武
宗
の
禁
令
を
解
く
に
際
し
て
、
師
を
迎
え
て
ふ
た
た
び
世
に
出
る
こ
と
を
請
い
、
師
を
自
分
の
輿
に
乗
せ
、
自
ら
は
弟
子
の
列
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
ふ
た
た
び
そ
の
髪
と
ひ
げ
を
剃
る
こ
と
を
議
論
し
た
が
、
師
は
初
め
は
そ
う
し
よ
う
と
せ
ず
、
門
人
を
か
ら
か
っ
て「
君
は
髪
や
ひ
げ
を
仏
だ
と
す
る
の
か
ね
」と
言
っ
た
。
門
徒
が
ま
す
ま
す
強
い
る
と
、
や
む
を
得
ず
笑
っ
て
従
っ
た
の
だ
っ
た
。
ふ
た
た
び
元
の
住
居
に
帰
る
と
、
同
慶
寺
と
し
て
そ
こ
に
落
ち
着
い
た
）。
唐
の
仏
教
界
は
高
祖
朝
に
お
い
て
傅
弈
に
よ
る
廃
仏
の
上
奏
に
反
論
し
、
法
難
を
未
然
に
防
い
だ
経
験
を
持
っ
て
い
た
が
、
霊
祐
は
武
宗
の
廃
仏
に
あ
た
っ
て
、
抗
議
行
動
を
取
る
よ
り
は
時
運
に
任
せ
俗
人
の
姿
を
取
る
こ
と
を
選
ん
だ）19
（
。
鄭
愚
の
理
解
で
は
霊
祐
に
は
廃
仏
に
84
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
僧
た
ち
へ
の
疑
念
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
人
々
の
尊
崇
を
勝
ち
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。霊
祐
が
還
俗
し
た
理
由
は
、
「
爾なんじ 
須
髪
を
以
っ
て
仏
と
為
す
や
？
」
の
一
言
と
、
し
か
し
結
局
は
門
人
に
従
っ
て
髪
を
剃
っ
た
と
い
う
行
動
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
霊
祐
に
と
っ
て
出
家
の
姿
を
取
る
か
否
か
は
仏
法
の
本
質
と
は
関
わ
り
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
鄭
愚
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
碑
文
に
お
い
て
再
三
強
調
す
る
是
非
得
失
を
離
れ
た
態
度
で
あ
っ
た
ろ
う
。
碑
文
は
霊
祐
の
示
寂
を
記
し
た
後）20
（
、
彼
の
法
系
に
触
れ
る
。
　
師
始
聞
法
於
江
西
百
丈
懐
海
禅
師
、
謚
曰
大
智
。
其
伝
付
宗
系
、
僧
誄
甚
明
、
此
不
復
出
（
師
は
は
じ
め
江
西
の
百
丈
懐
海
、
諡
号
は
大
智
禅
師
に
法
を
聞
い
た
。
そ
の
伝
え
ら
れ
た
宗
旨
の
系
譜
は
、
誄
に
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
再
び
は
記
さ
な
い
）。
鄭
愚
は
霊
祐
が
百
丈
懐
海
に
嗣
法
し
た
こ
と
は
記
し
つ
つ
も
、
法
系
に
は
そ
れ
以
上
触
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
誄
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
一
応
は
記
す
が
、
お
そ
ら
く
は
彼
に
と
っ
て
、「
宗
系
」
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
己
の
み
を
是
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
続
い
て
鄭
碑
は
先
述
の
よ
う
に
、
門
徒
が
朝
廷
に
諡
号
と
塔
号
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
通
達
し
た
人
の
お
こ
な
い
で
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
鄭
愚
は
さ
ら
に
そ
の
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
名
誉
欲
の
断
ち
難
い
こ
と
に
つ
い
て
感
慨
を
記
す
。
　
噫
、
人
生
万
類
之
最
霊
者
、
而
以
神
精
為
本
。
自
童
孺
至
老
白
首
、
始
於
飲
食
、
漸
於
功
名
利
養
、
是
非
嫉
妬
、
得
失
憂
喜
、
昼
夜
纏
縛
、
又
其
念
慮
未
嘗
時
餉
歴
息
（
あ
あ
、
人
の
生
は
万
物
の
最
も
霊
な
る
者
で
、
神
・
精
を
本
質
と
す
る
。
そ
れ
な
の
に
幼
時
か
ら
老
い
て
白
髪
に
な
る
ま
で
、飲
食
の
欲
に
始
ま
り
、
次
第
に
名
誉
や
利
益
に
進
み
、是
非
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
は
妬
み
、
得
失
に
は
一
喜
一
憂
し
、
昼
も
夜
も
ま
と
わ
り
つ
い
て
、
そ
の
思
い
は
少
し
の
間
も
休
ま
ら
な
い
）。
で
は
、
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
是
非
得
失
を
克
服
し
て
神
・
精
に
返
れ
ば
よ
い
の
か
。
　
斯
皆
自
心
而
発
、
不
可
不
制
以
道
術
。
道
術
之
妙
、
莫
有
及
此
、
仏
経
之
説
、
益
以
神
性
。
然
其
帰
趣
、
悉
臻
無
有
。
僧
事
千
百
、
不
可
梗
概
、
各
言
宗
教
、
自
号
矛
楯
。
故
褐
衣
髠
首
、
未
必
皆
是
（
こ
れ
ら
は
み
な
心
か
ら
発
す
る
の
で
あ
っ
て
、
道
術
で
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。道
術
の
神
妙
な
る
こ
と
が
、
心
に
及
ぶ
こ
と
が
な
い
と
し
て
も
、
仏
教
経
典
の
教
え
は
、
神
・
性
を
養
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
帰
着
す
る
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
有
の
領
域
を
超
越
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。
僧
の
実
践
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
一
概
に
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
宗
旨
を
述
べ
て
、
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
。
だ
か
ら
墨
染
め
に
坊
主
頭
が
、
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
）。
や
や
わ
か
り
に
く
い
が
、
碑
文
の
冒
頭
に
「
天
下
の
道
術
を
言
う
者
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は
多
し
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、「
道
術
」
と
は
「
道
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
儒
家
や
道
家
、
仏
教
諸
宗
派
を
含
む
「
道
」
の
「
術
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
道
術
の
中
に
は
「
心
」
を
制
御
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
仏
教
こ
そ
は
心
の
さ
ら
に
深
奥
、「
神
性
」
ま
で
も
陶
冶
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
鄭
愚
は
、そ
の
仏
教
に
も
さ
ま
ざ
ま
な「
宗
」の「
教
」
が
あ
り
、
全
て
を
是
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
付
け
加
え
る
。
碑
文
は
こ
こ
に
至
っ
て
、
出
家
者
へ
の
疑
い
を
記
す
ご
と
く
で
あ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
に
僧
侶
の
世
界
を
評
す
る
鄭
愚
自
身
の
境
地
は
い
か
な
る
も
の
か
、
鄭
碑
は
い
よ
い
よ
自
身
に
触
れ
る
。
　
若
予
者
、
少
抱
幽
憂
之
疾
、
長
多
覉
旅
之
役
、
形
凋
気
乏
、
嘗
不
逮
人
。
行
年
五
十
、
已
極
遅
暮
、
既
無
妻
子
之
恋
、
思
近
田
閭
之
楽
、
非
敢
強
也
、
恨
不
能
也
。
況
洗
心
於
是
、
踰
三
十
載
（
自
分
の
こ
と
は
と
言
え
ば
、
幼
く
し
て
憂
鬱
な
病
と
共
に
あ
り
、
長
じ
て
は
旅
路
の
任
務
が
多
く
、
肉
体
は
や
つ
れ
気
は
と
ぼ
し
く
、
ま
る
で
人
並
み
に
も
及
ば
な
い
。
年
齢
は
五
十
歳
と
な
り
、
も
は
や
妻
子
へ
の
眷
恋
も
な
く
、
い
な
か
住
ま
い
の
楽
し
み
を
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
無
理
に
そ
う
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
恨
む
ら
く
は
力
が
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
仏
教
に
心
を
洗
う
こ
と
、
三
十
年
を
越
え
て
い
る
の
だ
か
ら
）。
自
分
は
家
門
の
繁
栄
や
世
俗
の
利
益
に
興
味
は
な
い
と
い
う
鄭
愚
は
、
そ
の
理
由
を
修
養
で
は
な
く
、
生
来
の
病
弱
さ
と
現
在
の
年
齢
に
求
め
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
心
境
は
多
年
に
わ
た
っ
て
研
鑽
し
て
来
た
仏
の
教
え
に
も
か
な
う
の
だ
と
、彼
は
自
ら
言
い
添
え
る
。
こ
こ
に
は
自
分
が
学
ん
で
来
た
仏
教
へ
の
信
頼
と
、
今
の
自
分
が
仏
教
の
理
想
か
ら
外
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
自
負
と
が
込
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
本
碑
を
撰
す
る
ず
っ
と
前
か
ら
仏
教
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
言
明
は
、『
棲
賢
法
雋
』
な
る
書
物
の
編
纂
に
参
与
し
て
い
た
と
い
う
『
新
唐
書
』
藝
文
志
の
記
述
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
己
評
価
は
、
破
仏
に
際
し
て
の
霊
祐
の
言
動
、
そ
し
て
そ
れ
を
肯
定
す
る
鄭
愚
の
認
識
と
も
通
底
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
頭
髪
の
有
無
や
衣
の
色
な
ど
の
外
形
と
、悟
り
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
い
っ
た
ん
出
家
し
た
霊
祐
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
在
家
の
ま
ま
仏
教
を
学
び
続
け
た
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
と
、
鄭
愚
は
自
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
続
く
一
段
を
見
る
と
、
彼
は
そ
う
し
た
学
仏
の
深
さ
が
霊
祐
の
門
人
か
ら
の
信
頼
を
呼
び
起
こ
し
た
の
だ
と
自
負
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
適
師
之
徒
有
審
䖍
者
、以
師
之
図
形
自
大
潙
来
。
知
予
学
仏
、
求
為
賛
説
。
観
其
図
状
、
果
前
所
謂
鴻
厖
偉
絶
之
度
者
也
。
則
報
之
曰
、「
師
之
形
実
無
可
賛
、
心
或
可
言
、
心
又
無
体
、
自
忘
吾
說
」（
そ
ん
な
折
、師
の
門
徒
で
あ
る
審
䖍
な
る
者
が
い
て
、
師
の
肖
像
を
携
え
て
大
潙
山
か
ら
や
っ
て
来
た
。
わ
た
し
が
仏
道
を
学
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て
、
賛
と
解
説
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
図
を
見
る
と
、
果
た
し
て
先
に
言
う
泰
斗
と
し
て
86
抜
群
の
度
量
を
そ
な
え
た
人
物
で
あ
る
。そ
こ
で
彼
に
応
じ
て
、
「
師
の
お
姿
は
ま
こ
と
に
賛
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
心
に
つ
い
て
は
言
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
心
に
は
実
体
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
ま
た
自
分
の
言
葉
を
自
分
で
忘
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
）。
「
贊
説
」
の
意
は
不
詳
だ
が
、「
賛
」
は
後
に
「
形
は
実
に
賛
す
る
べ
き
無
し
」
と
あ
る
か
ら
、
画
賛
の
こ
と
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
。「
説
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
自
ら
の
碑
文
撰
述
に
つ
い
て
「
又
た
其
の
説
に
因
り
て
以
っ
て
自
ら
警
触
す
」
と
言
い
、
ま
た
、「
心
は
或
い
は
言
う
べ
き
も
」「
自
ら
吾
が
說
を
忘
る
」
と
あ
っ
て
「
心
」
に
関
わ
る
こ
と
と
さ
れ
る
か
ら
、
禅
師
の
宗
旨
を
解
説
す
る
文
章
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
。
絵
に
賛
を
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
霊
祐
の
心
に
つ
い
て
は
説
く
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
は
理
解
し
づ
ら
い
が
、
仏
道
に
か
な
っ
た
禅
師
の
心
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
仏
道
に
か
な
っ
た
者
と
し
て
鄭
愚
の
自
得
す
る
所
を
述
べ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
鄭
愚
は
画
賛
に
加
え
、
碑
文
に
つ
い
て
も
結
局
は
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
記
し
て
、
彼
は
碑
序
を
終
え
て
い
る
。
　
審
䖍
不
信
、益
欲
賛
之
云
云
…
…
予
笑
不
応
。
後
十
来
予
門
、
益
堅
其
説
。
且
思
文
字
之
空
与
碑
之
妄
、
空
妄
既
等
、
則
又
何
虞
。
咸
通
六
年
歳
在
乙
酉
草
創
其
事
、
会
予
有
疾
、
明
年
二
月
始
訖
其
銘
。
又
因
其
説
以
自
警
触
、
故
其
立
意
、
不
専
以
褒
大
潙
之
事
云
（
審
虔
は
信
ぜ
ず
、
ま
す
ま
す
賛
を
求
め
て
あ
れ
こ
れ
と
言
っ
た
が
…
…
私
は
笑
っ
て
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
後
に
十
数
回
も
私
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、
ま
す
ま
す
頑
固
に
主
張
す
る
の
だ
っ
た
。
思
う
に
、
文
字
の
本
質
は
空
、
石
碑
は
虚
妄
で
あ
る
、
空
と
妄
と
が
等
し
い
以
上
、
何
を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
咸
通
六
年
乙
酉
の
歳
に
建
碑
事
業
を
始
め
た
が
、
た
ま
た
ま
私
が
病
気
に
な
り
、
翌
年
の
二
月
に
な
っ
て
や
っ
と
銘
を
書
き
終
え
た
。
ま
た
そ
の
前
に
添
え
た
解
説
に
よ
っ
て
自
ら
を
戒
慎
啓
発
も
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
の
意
図
と
し
て
は
た
だ
潙
山
禅
師
を
褒
め
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
）。
形
相
で
あ
る
石
碑
は
虚
妄
だ
が
、
そ
こ
に
文
字
と
し
て
刻
ま
れ
る
言
葉
の
本
質
は
空
で
あ
り
一
切
の
執
着
が
入
り
込
む
餘
地
は
な
い）21
（
。
こ
の
洞
察
に
も
と
づ
い
て
、
彼
は
「
空
・
妄 
既
に
等
し
」
す
な
わ
ち
虚
妄
な
る
現
象
は
そ
の
ま
ま
に
空
に
し
て
清
浄
な
る
悟
り
の
世
界
で
あ
る
と
の
安
心
を
得
、
建
碑
へ
の
協
力
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
潙
山
を
讃
え
る
だ
け
の
碑
文
に
は
し
な
い
の
だ
と
断
り
も
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
通
り
実
際
に
そ
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、こ
れ
が
鄭
碑
の
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
四
、「
大
円
禅
師
碑
」
の
特
徴
以
上
、「
大
円
禅
師
碑
」
の
銘
を
除
く
ほ
ぼ
全
文
を
通
覧
し
た
。
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こ
の
碑
文
は
序
末
尾
に
お
い
て
自
ら
記
す
よ
う
に
、
碑
主
の
事
跡
を
記
す
の
み
な
ら
ず
撰
者
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鄭
愚
が
お
そ
ら
く
は
潙
山
に
師
事
し
た
こ
と
が
な
く
限
ら
れ
た
材
料
に
も
と
づ
い
て
撰
文
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
何
よ
り
、
彼
が
長
年
の
学
仏
に
よ
り
確
固
た
る
見
解
を
有
し
て
お
り
、
潙
山
の
門
人
を
は
じ
め
当
時
の
仏
教
界
を
批
判
的
な
目
で
見
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
鄭
愚
の
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
碑
文
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
内
容
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
是
非
得
失
の
分
別
を
否
定
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
主
張
す
る
際
に
『
荘
子
』
の
思
考
と
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
。「
大
円
禅
師
碑
」
は
先
に
触
れ
た
『
論
語
』『
老
子
』
の
ほ
か
、
儒
家
と
道
家
の
典
籍
に
由
来
す
る
用
語
を
ち
り
ば
め
つ
つ
綴
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
『
周
易
』
か
ら
は
「
天
下
の
能
事 
畢
れ
り
」「
心
を
洗
う
」（
共
に
繋
辞
上
伝
）、
『
毛
詩
』
大
序
か
ら
は
「
之こ
れ
を
永
歌
し
て
足
ら
ず
」、『
荘
子
』
か
ら
は
「
巧
暦
」（
斉
物
論
篇
）、「
天
和
」（
天
道
篇
な
ど
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
多
く
典
故
を
取
る
の
は
碑
文
の
通
例
で
あ
る
し
、
仏
教
関
係
の
文
章
で
も
外
典
の
語
を
借
り
る
の
は
士
大
夫
の
作
文
と
し
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
碑
の
冒
頭
を
「
天
下
之
言
道
術
者
多
矣
」
で
始
め
る
の
は
、
明
ら
か
に
『
荘
子
』
天
下
篇
の
冒
頭
「
天
下
之
治
方
術
者
多
矣
、
皆
以
其
有
為
不
可
加
矣
。
古
之
所
謂
道
術
者
、
果
悪
乎
在
。
曰
、
無
乎
不
在
（
天
下
に
方
術
を
治
め
る
も
の
は
多
く
、
み
な
自
分
の
治
め
た
術
を
最
上
と
し
て
い
る
。
古
の
道
術
と
い
う
も
の
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ
る
）」
を
意
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
わ
が
「
宗
」
を
の
み
「
是
」
と
し
て
相
い
争
う
現
状
か
ら
の
超
脱
を
説
く
鄭
愚
を
支
え
る
の
は
、
同
じ
く
『
荘
子
』
で
も
斉
物
論
篇
に
示
さ
れ
た
思
想
と
表
現
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か）22
（
。
是
非
得
失
を
離
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
鄭
愚
に
と
っ
て
、
一
般
的
な
禅
師
の
碑
銘
の
よ
う
に
そ
の
法
系
の
正
統
を
誇
り
、
中
唐
以
来
、
分
派
を
重
ね
る
禅
宗
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
記
す
こ
と
は
、
己
の
み
を
是
と
す
る
行
い
に
他
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
彼
は
当
時
の
状
況
と
し
て
、「
近
代 
之こ
れ
を
言
う
者
は
、
必
ず
宗
有
り
、
宗
に
必
ず
師
有
り
、
師
に
必
ず
伝
有
り
」
と
記
す
が
、「
宗
」
に
も
「
師
」
に
も
否
定
的
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
五
、
潙
仰
周
辺
の
人
々
の
思
想
で
は
鄭
愚
の
立
場
は
、
霊
祐
や
そ
の
嗣
・
仰
山
慧
寂
に
師
事
し
た
人
々
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
鄭
碑
と
『
宋
高
僧
伝
』
霊
祐
伝
が
共
通
し
て
伝
え
る
在
俗
の
弟
子
に
裴
休
（
七
九
一
〜
八
六
四
）
が
い
る
が
、
圭
峰
宗
密
が
彼
の
諮
問
に
答
え
た
『
裴
休
拾
遺
問
』
は
、
次
の
よ
う
な
裴
休
の
質
問
状
か
ら
始
ま
る）23
（
。
　
禅
法
大
行
、
宗
徒
各
異
、
互
相
詆
訿
、
莫
肯
会
同
。
切
要
辨
88
其
源
流
、
知
其
深
浅
。
此
雖
留
意
、
未
得
分
暁
、
撰
録
之
時
、
恐
有
差
錯
。
伏
望
略
為
條
流
分
別
、
三
五
紙
示
、
及
太
祖
、
列
南
北
宗
、
南
宗
中
、
荷
沢
宗
・
洪
州
宗
・
牛
頭
宗
、
具
言
其
浅
深
・
頓
漸
・
得
失
之
要
。
便
為
終
身
亀
鏡
也
。
裴
休
状
（
禅
法
が
大
い
に
行
わ
れ
、
各
宗
派
の
門
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
教
え
を
異
に
し
、
互
い
に
誹
り
合
い
、
通
じ
合
わ
せ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
源
と
支
流
と
を
辨
別
し
、
深
浅
を
知
り
た
い
と
切
に
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
に
は
意
を
止
め
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
せ
ず
、
著
述
や
編
集
に
あ
た
っ
て
間
違
い
を
犯
す
の
を
恐
れ
ま
す
。
伏
し
て
願
い
ま
す
に
は
、
禅
宗
の
法
系
を
整
理
し
て
五
紙
ほ
ど
で
示
し
、
達
摩
・
慧
可
に
さ
か
の
ぼ
り
、
北
宗
・
南
宗
を
列
ね
、
南
宗
中
の
荷
沢
宗
・
洪
州
宗
、
牛
頭
宗
に
つ
い
て
、
そ
の
深
浅
・
頓
悟
・
得
失
の
要
点
を
つ
ぶ
さ
に
お
説
き
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
一
生
の
規
範
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
裴
休
が
申
し
上
げ
ま
す
）。　
裴
休
は
禅
を
奉
ず
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宗
」
を
唱
え
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
を
鄭
愚
と
共
有
し
つ
つ
、
し
か
し
「
浅
深
」「
得
失
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宗
密
は
次
の
よ
う
に
回
答
す
る
。
　
然
達
磨
所
伝
、
本
無
二
法
、
後
随
人
変
、
故
以
殊
途
。
局
之
即
倶
非
、会
之
即
皆
是
。
前
者
所
述
伝
記
、但
論
直
下
〔
一
〕
宗
。
若
要
辨
諸
宗
師
承
、
須
知
有
傍
有
正
。
今
且
敘
師
資
傍
正
、
然
後
述
言
教
浅
深
、
自
然
見
達
磨
之
心
流
至
荷
沢
矣
（
そ
も
そ
も
達
磨
が
伝
え
た
法
は
も
と
よ
り
一
つ
で
あ
っ
て
、
後
に
伝
え
た
人
々
に
よ
っ
て
変
化
し
た
た
め
、
道
を
異
に
し
た
の
で
す
。
一
つ
に
偏
れ
ば
す
べ
て
が
非
と
な
る
し
、
会
通
す
れ
ば
す
べ
て
が
是
と
な
り
ま
す
。
前
代
に
書
か
れ
た
記
録
は
、
た
だ
単
線
的
に
一
宗
を
論
じ
る
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
も
し
諸
宗
の
師
承
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
傍
系
と
正
系
が
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
今
、
ま
ず
は
師
資
相
承
の
正
傍
を
記
し
、
そ
の
後
で
教
え
の
深
浅
を
述
べ
れ
ば
、
達
磨
の
心
は
荷
沢
宗
に
流
れ
て
い
る
こ
と
は
自
ず
と
看
取
で
き
る
で
し
ょ
う
）。
宗
密
は
会
通
さ
せ
れ
ば
全
て
が
是
と
な
る
と
し
つ
つ
、
法
系
に
は
正
傍
が
あ
り
教
え
に
は
深
浅
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
正
系
た
る
荷
沢
宗
の
宗
旨
か
ら
諸
派
の
会
通
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
鄭
碑
と
は
ま
る
で
異
な
る
立
場
で
あ
っ
て
、
鄭
碑
が
批
判
対
象
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
裴
休
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
傾
向
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、あ
る
い
は
こ
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る）24
（
。
次
に
注
意
し
た
い
の
は
、
廃
仏
へ
の
認
識
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
巻
十
八
・
仰
山
和
尚
章
の
末
尾
に
は
、
苑
陵
僧
道
存
な
る
者
の
「
和
尚
沙
汰
後
、
再
到
湖
南
、
礼
覲
潙
山
和
尚
。
復
有
何
微
妙
言
説
（
和
尚
は
廃
仏
の
後
、
ふ
た
た
び
湖
南
を
訪
れ
て
潙
山
霊
祐
和
尚
に
見
え
た
と
か
。
い
っ
た
い
、
い
か
な
る
微
妙
な
る
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
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で
し
ょ
う
か
）」
と
い
う
質
問
に
答
え
、
師
・
霊
祐
と
の
対
話
を
回
想
す
る
記
事
が
収
録
さ
れ
る
。
対
話
の
主
題
は
い
か
に
し
て
参
学
者
の
悟
境
を
見
抜
き
、
適
切
に
指
導
し
法
を
伝
え
る
か
、
今
の
教
団
に
禅
僧
と
呼
ぶ
に
足
る
人
物
は
い
る
か
否
か
。
し
か
し
、「
身
辺
に
還ま
た
学
禅
の
僧
有
る
や
不いな
や
」
と
い
う
霊
祐
の
問
に
対
す
る
慧
寂
の
回
答
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
人
前
受
持
声
教
、
祇
対
別
人
、
即
似
背
後
楷
定
着
。
渠
自
己
照
用
処
業
識
亦
不
識
（
人
が
表
面
上
、
言
葉
に
よ
る
教
え
を
受
持
し
て
、
他
人
に
応
対
す
る
さ
ま
は
、
背
後
か
ら
判
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
彼
自
身
の
本
性
の
は
た
ら
き
、
業
を
作
り
出
す
認
識
作
用
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
識
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
）。
さ
ら
に
、
大
安
・
全
諗
・
志
和
・
志
遇
・
法
端
の
五
人
の
霊
祐
門
人
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
「
見
解
」
す
な
わ
ち
言
語
に
よ
る
教
え
の
理
解
は
肯
い
つ
つ
も）25
（
、「
行
解
」
す
な
わ
ち
自
得
の
境
地
に
つ
い
て
は
、
「
行
解
は
自
ら
清
濁
の
業
性
を
辯
ず
れ
ば
、
意
密
に
属
す
る
に
縁よ
り
、
所ゆ
え以
に
他かれ
を
知
ら
ず
」
と
し
て
、
内
心
の
境
界
は
知
り
得
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
仏
法
の
存
続
へ
の
危
機
感
の
充
満
す
る
潙
仰
師
弟
の
対
話
だ
が
、
こ
れ
も
や
は
り
禅
仏
教
が
見
せ
た
廃
仏
へ
の
対
応
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
鄭
碑
に
お
い
て
は
、霊
祐
は
出
家
の
形
式
に
な
ど
こ
だ
わ
ら
ず
、
復
仏
後
に
弟
子
が
集
ま
っ
て
来
て
も
「
皆
な
幻
視
し
て
意
を
為
す
所
無
し
」、
教
団
の
回
復
や
存
続
と
い
っ
た
問
題
を
意
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。
し
か
し
、
唐
末
の
慧
寂
門
人
か
ら
五
代
十
国
期
の
『
祖
堂
集
』
編
纂
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
廃
仏
を
教
化
や
伝
法
に
つ
い
て
の
深
刻
な
反
省
の
き
っ
か
け
と
し
た
人
々
が
、
潙
仰
の
流
れ
を
汲
む
人
々
の
中
に
も
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る）26
（
。
六
、
お
わ
り
に
鄭
愚
に
よ
れ
ば
、
是
非
得
失
へ
の
分
別
を
離
れ
た
境
地
こ
そ
が
、
生
死
か
ら
の
解
脱
を
も
た
ら
し
、
霊
祐
は
そ
の
よ
う
な
境
地
を
体
認
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
開
創
当
初
の
潙
山
に
あ
っ
て
赤
貧
に
耐
え
、
廃
仏
に
も
惑
わ
さ
れ
ず
時
運
に
随
順
す
る
処
世
を
取
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
鄭
愚
自
身
は
こ
う
し
た
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
恐
ら
く
は
撰
碑
の
依
頼
者
で
あ
る
潙
山
門
人
ら
の
希
望
と
は
や
や
異
な
っ
た
碑
文
を
作
成
し
た
。
鄭
碑
は
自
ら
「
又
た
其
の
説
に
因
り
て
以
っ
て
自
ら
警
触
す
、故
に
其
の
立
意
は
、専
ら
大
潙
を
褒
む
る
の
事
を
以
っ
て
せ
ず
」
と
言
う
よ
う
に
、
碑
主
へ
の
賞
賛
を
借
り
て
撰
者
の
思
想
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
鄭
碑
に
関
連
し
て
気
に
な
る
の
は
、
鄭
愚
の
属
僚
で
あ
っ
た
陸
希
声
が
仰
山
慧
寂
の
碑
銘
を
撰
し
て
お
り）27
（
、
あ
た
か
も
禅
僧
の
師
弟
関
係
と
士
大
夫
の
人
間
関
係
が
相
似
形
を
な
す
か
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
碑
文
の
資
料
価
値
も
し
く
は
士
大
夫
と
90
禅
仏
教
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
、
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
李
華
（
七
七
四
卒
）
の
「
潤
州
天
郷
寺
故
大
徳
雲
禅
師
碑
」（『
文
苑
英
華
』
巻
八
六
一
）
は 
、
大
照
普
寂
の
門
人
で
あ
る
碑
主
・
法
雲
（
七
六
六
没
）
が
潤
州
天
郷
寺
に
住
し
た
の
は
、
江
東
採
訪
処
置
使
と
し
て
潤
州
に
着
任
し
た
吏
部
侍
郎
斉
澣
の
招
請
に
よ
る
も
の
と
記
し）28
（
、「
是こ
れ
に
由
り
て
江
景
（「
左
」
の
誤
り
か
）
の
禅
敎
、
大
照
の
宗
有
り
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
官
僚
の
転
任
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
北
宗
禅
が
南
方
に
伝
播
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
に
、
荷
沢
神
会
（
六
八
四
〜
七
五
八
）
の
語
録
で
あ
る
石
井
本
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
』
を
見
る
と
、第
七
条
は
潤
州
刺
史
・
李
峻
、
第
二
六
条
は
潤
州
司
馬
・
王
幼
琳
な
る
者
が
対
問
者
と
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
一
州
の
地
方
官
が
集
団
で
参
じ
て
い
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
時
期
や
場
所
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
は
刺
史
李
峻
の
要
請
で
説
法
し
た
折
、
李
の
部
下
も
共
に
列
席
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
王
幼
琳
の
条
に
続
く
第
二
七
条
は
牛
頭
寵
法
師
、
第
三
〇
条
は
牛
頭
袁
禅
師
な
る
僧
と
の
対
話
な
の
も
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る）29
（
。
牛
頭
山
は
潤
州
上
元
県
に
あ
っ
て
（『
元
和
郡
県
図
志
』
二
十
五
）、
あ
る
い
は
牛
頭
山
を
会
場
に
し
て
か
、
潤
州
の
僧
俗
が
神
会
を
招
請
し
て
説
法
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
宋
高
僧
伝
』
霊
祐
伝
は
外
護
者
の
一
人
と
し
て
崔
慎
由
を
挙
げ
る
が
、
同
書
巻
十
二
・
唐
福
州
怡
山
院
大
安
伝
は
、
崔
貞
孝
公
、
す
な
わ
ち
崔
慎
由
の
弟
・
崔
安
潜
の
帰
依
を
伝
え
る）30
（
。
大
安
は
霊
祐
に
嗣
法
し
て
お
り）31
（
、
士
大
夫
の
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
禅
師
の
師
弟
に
師
事
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
崔
兄
弟
の
叔
父
・
崔
魏
公
こ
と
崔
鉉
は
、
先
述
の
よ
う
に
鄭
愚
と
の
逸
話
を
『
唐
語
林
』
に
伝
え
る
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
教
団
の
形
成
と
士
大
夫
と
の
関
連
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
集
団
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
C
（
課
題
番
号18K
00344
、
代
表
・
佐
竹
保
子
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
　
注
（
1
）　
胡
適
「
白
居
易
時
代
的
禅
宗
世
系
」（
一
九
二
八
年
、『
胡
適
学
術
文
集　
中
国
仏
学
史
』
中
華
書
局
一
九
九
七
年
）、
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
第
二
章
第
二
節
（
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）。
（
2
）　
特
に
第
四
章
、
第
五
章
。
本
書
の
日
本
語
版
と
し
て
、
齋
藤
智
寛
監
訳
・
村
田
み
お
訳
『
古
典
禅
研
究
│
中
唐
よ
り
五
代
に
至
る
禅
宗
の
発
展
に
つ
い
て
の
新
研
究
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。
（
3
）　
孫
昌
武
「
唐
代
慧
能〝
三
碑
〞対
其
禅
法
的
理
解
」（『
文
壇
仏
影　
続
集
』
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
そ
う
し
た
視
点
か
ら
の
論
考
で
あ
る
。
（
4
）　
以
大
中
癸
酉
歲
正
月
九
日
盥
漱
畢
、
敷
座
瞑
目
而
帰
滅
焉
。
享
年
八
十
三
、
僧
臘
五
十
九
、
遷
葬
于
山
之
右
梔
子
園
也
。
四
鎮
北
庭
行
軍
・
涇
原
等
州
節
度
使
・
右
散
騎
常
侍
盧
簡
求
為
碑
、
李
商
隠
題
額
焉（
四
五
一
下
）。『
宋
高
僧
伝
』の
底
本
に
は
磧
砂
蔵
本
を
用
い
、『
仏
学
名
著
選
刊　
高
僧
伝
合
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
91 鄭愚「大潙山大円禅師碑銘」考（齋藤）
の
頁
数
を
付
す
。
（
5
）　
『
旧
唐
書
』
一
六
三
・
廬
簡
辞
伝
、『
同
』
一
九
〇
・
文
苑
伝
下
、『
新
唐
書
』
一
七
七
・
廬
簡
辞
伝
、『
同
』
二
〇
三
・
文
藝
伝
下
。
（
6
）　
「
適
師
之
徒
有
審
䖍
者
、
以
師
之
図
形
、
自
大
潙
来
、
知
予
学
仏
、
求
為
贊
…
…
咸
通
六
年
歳
在
乙
酉
草
創
其
事
、
会
予
有
疾
、
明
年
二
月
始
訖
其
銘
」。
以
下
、
鄭
碑
の
引
用
に
は
四
部
叢
刊
本
『
唐
文
粋
』
六
十
三
・
碑
十
五
・
釈
三
に
収
録
さ
れ
る
「
潭
州
大
潙
山
同
慶
寺
大
円
禅
師
碑
銘
并
序
」
を
用
い
る
。
（
7
）　
諡
が
「
大
円
禅
師
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
碑
文
の
題
名
に
示
さ
れ
て
お
り
、『
祖
堂
集
』
十
六
・
潙
山
和
尚
章
に
は
「
勅
諡
大
円
禅
師
・
清
浄
之
塔
」
と
あ
っ
て
、
塔
号
も
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
下
、『
祖
堂
集
』
の
引
用
に
は
高
麗
版
影
印
本
（『
仏
学
名
著
叢
刊　
祖
堂
集
』
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
る
。
（
8
）　
商
州
刺
史
在
任
の
時
期
は
、
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
』
山
南
東
道
・
商
州
（
中
華
書
局
・
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
第
五
冊
二
四
三
九
頁
）
が
桂
管
観
察
使
就
任
の
前
と
す
る
の
に
従
う
。
（
9
）　
『
資
治
通
鑑
』
咸
通
三
年
八
月
「
以
桂
管
観
察
使
鄭
愚
為
嶺
南
西
道
節
度
使
」。
（
10
）　
『
宋
高
僧
伝
』
習
禅
篇
・
唐
大
潙
山
霊
祐
伝
で
は
潙
山
に
隠
棲
し
て
い
た
霊
祐
の
た
め
に
伽
藍
を
整
備
し
た
の
は
李
景
譲
だ
と
さ
れ
る
が
、李
は
大
中
十
二（
八
五
八
）・
十
三
年
の
西
川
節
度
使
で
あ
り（『
唐
方
鎮
年
表
』
二
、
九
八
二
頁
）、
あ
る
い
は
鄭
愚
が
西
川
節
度
判
官
で
あ
っ
た
の
は
こ
の
時
で
、
当
時
の
西
川
節
度
使
に
は
崇
仏
の
気
風
が
濃
厚
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
唐
刺
史
考
』
は
趙
璘
の
漢
州
刺
史
在
任
を
咸
通
中
の
こ
と
と
推
測
す
る
。
（
11
）　
楊
曽
文
『
唐
五
代
禅
宗
史
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
四
七
六
頁
。
（
12
）　
『
北
夢
瑣
言
』
九
「
唐
楊
相
国
収
、
貶
死
嶺
外
。
于
時
鄭
愚
尚
書
鎮
南
海
…
…
」。『
唐
語
林
』
三
・
賞
誉
「
鄭
愚
尚
書
、
広
州
人
…
…
崔
魏
公
鉉
鎮
荊
南
、
鄭
除
広
南
節
制
経
過
、
魏
公
以
常
礼
延
遇
」。
（
13
）　
呉
廷
燮
『
唐
方
鎮
年
表
』
嶺
南
東
道
は
、
咸
通
九
年
に
嶺
南
東
道
節
度
使
と
な
っ
た
と
す
る
が
、
根
拠
と
さ
れ
る
万
暦
『
広
東
通
志
』
に
当
該
記
述
を
見
い
出
し
得
な
か
っ
た
。
（
14
）　
『
景
徳
伝
燈
録
』
仰
山
慧
寂
章
に
は
鄭
愚
と
の
問
答
一
則
を
収
録
す
る
。
た
だ
し
、『
祖
堂
集
』
仰
山
章
、『
宋
高
僧
伝
』
仰
山
慧
寂
伝
に
は
鄭
愚
と
の
関
係
を
示
す
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
（
15
）　
「
大
師
嘗
論
門
人
、
以
希
声
為
称
首
」（
仰
山
塔
銘
）。
陸
希
声
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
隆
藏
「
陸
希
声
『
道
徳
真
経
伝
』
に
お
け
る
思
想
と
論
理
」（『
雲
笈
七
籤
の
基
礎
的
研
究
』
研
文
出
版
、二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
（
16
）　
柳
田
聖
山
『
柳
田
聖
山
集
第
二
巻　
禅
文
献
の
研
究　
上
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
も
訓
注
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
17
）　
『
論
語
』
雍
也
。
な
お
「
有
生
之
厚
」
は
『
老
子
』
七
十
五
章
「
求
生
之
厚
」
に
も
と
づ
く
か
。
（
18
）　
師
既
以
兹
為
事
、
其
徒
稍
稍
知
。
其
徙
従
之
、
則
与
之
結
搆
廬
室
、
与
之
代
去
陰
黒
、
以
至
於
千
有
餘
人
、
自
為
飲
食
綱
紀
。
而
於
師
言
無
所
是
非
、
其
有
問
者
随
語
而
答
、
不
強
所
不
能
也
。
数
十
年
、
言
仏
者
、
天
下
以
為
称
首
。
（
19
）　
吉
川
忠
夫
「
裴
休
伝
」（『
東
方
学
報　
京
都
』
六
四
、
一
九
九
二
年
）
第
二
三
二
〜
二
三
八
頁
に
、
還
俗
し
て
廃
仏
を
や
り
過
ご
し
た
92
霊
祐
を
は
じ
め
と
す
る
禅
者
た
ち
が
紹
介
さ
れ
る
。
（
20
）　
諸
徒
復
来
、
其
事
如
初
。
師
皆
幻
視
、
無
所
為
意
。
忽
一
二
日
、
笑
報
其
徒
、
示
若
有
疾
、
以
大
中
七
年
正
月
九
日
、
終
於
同
慶
精
廬
、
年
八
十
三
、
僧
臘
五
十
五
。
即
窆
於
大
潙
之
南
阜
。
（
21
）　
﹇
姚
秦
﹈
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
弟
子
品
に
「
至
於
智
者
、
不
著
文
字
，
故
無
所
懼
。
何
以
故
。
文
字
性
離
、
無
有
文
字
、
是
則
解
脱
」
と
あ
り
、﹇
隋
﹈
淨
影
寺
慧
遠
『
維
摩
義
記
』
巻
二
・
本
は
こ
れ
を
「〈
文
字
性
離
〉、為
是
〈
不
著
〉。
文
字
体
空
、名
為
〈
性
離
〉」
（
大
正
蔵
三
八
、
四
五
三
上
）
と
解
す
る
。
（
22
）　
た
と
え
ば
、
次
の
一
段
。「
故
有
儒
・
墨
之
是
非
，
以
是
其
所
非
而
非
其
所
是
。
欲
是
其
所
非
而
非
其
所
是
、
則
莫
若
以
明
…
…
彼
亦
一
是
非
、
此
亦
一
是
非
。
果
且
有
彼
是
乎
哉
、
果
且
無
彼
是
乎
哉
。
彼
是
莫
得
其
偶
、
謂
之
道
枢
。
枢
始
得
其
環
中
、
応
無
窮
。
是
亦
一
無
窮
、
非
亦
一
無
窮
也
。
故
曰
莫
若
以
明
」（『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）。
（
23
）　
『
裴
休
拾
遺
問
』
は
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
九
「
中
国
禅
籍
集
二
」（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
所
収
真
福
寺
本
を
用
い
る
。
（
24
）　
裴
休
撰
の
「
唐
故
圭
峰
定
慧
禅
師
伝
法
碑
」（『
金
石
萃
編
』
巻
一
一
四
）
に
よ
れ
ば
宗
密
は
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
に
遷
化
し
て
い
る
か
ら
、『
裴
休
拾
遺
問
』
の
成
書
は
鄭
碑
よ
り
前
に
な
る
。
（
25
）　
向
後
受
持
和
尚
声
教
、
為
人
善
知
識
、
説
示
一
切
人
、
如
瀉
之
一
瓶
、
不
失
一
滴
、
為
人
師
有
餘
。
（
26
）　
こ
の
対
話
は
『
祖
堂
集
』
の
み
に
収
録
さ
れ
、『
宋
高
僧
伝
』
や
『
景
徳
伝
燈
録
』
に
は
見
え
な
い
。『
祖
堂
集
』
仰
山
章
は
冒
頭
を
「
仰
山
和
尚
、
嗣
潙
山
、
在
懐
化
。
師
諱
慧
寂
、
俗
姓
葉
、
韶
州
懐
化
人
也
」
と
記
す
。『
祖
堂
集
』
で
は
「
仰
山
和
尚
」
で
あ
れ
ば
「
在
仰
山
」
と
す
る
の
が
体
例
で
あ
る
か
ら
、「
在
懐
化
」
は
異
例
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、『
祖
堂
集
』
仰
山
章
は
袁
州
仰
山
で
の
弟
子
で
は
な
く
、
韶
州
東
平
山
で
の
門
人
た
ち
が
伝
承
し
た
記
録
を
主
要
な
材
料
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
部
分
が
高
麗
開
版
時
の
付
加
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
衣
川
賢
次
「
祖
堂
集
札
記
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
（
27
）　
こ
の
事
実
は
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』
導
論
も
指
摘
し
て
い
る
（
五
頁
、
日
本
語
版
九
頁
）。
（
28
）　
初
吏
部
侍
郎
齊
澣
採
訪
江
東
、
見
天
郷
殿
宇
傾
圯
、
孰
尸
完
葺
、
乃
請
禅
師
与
絢
公
。
（
29
）　
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
』
の
条
数
は
楊
曽
文
『
中
国
仏
教
典
籍
選
刊　
神
会
和
尚
禅
話
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）
の
も
の
。
（
30
）　
崔
慎
由
、
安
潜
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』
一
七
七
本
伝
を
参
照
。
（
31
）　
後
止
溈
山
、
礼
大
円
禅
師
、
復
證
前
聞
、
而
為
量
果
也
。
時
豫
章
廉
使
贈
太
尉
崔
貞
孝
公
、
則
魏
公
之
季
父
、
深
契
玄
機
、
敦
安
之
道
、
飛
疏
召
之
、
厥
誉
愈
昌
（
四
五
四
下
）。
